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黒部扇状地沿岸における海底地下水湧出に関する研究

Study on submarine groundwater discharge in Kurobe, Japan
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陸と海が接する沿岸域は地下水と海水の交流が行われる場所であり、沿岸域での海底地下水湧出は、水循環経
路の一部として、また沿岸環境に大きな影響を与える要因として重要な要素である。地下水の直接流出について
は、以前よりその存在自体は知られていたが、その量の推定値には大きな幅があり、全容は明らかになっていな
い。本研究では、以前より海岸域での湧出の存在が多く知られており、陸域を対象とした総合的な地下水調査が
過去に行われている富山県黒部川扇状地沿岸域において、この地域の海底地下水湧出量とその変動要因を明らか
にする事を目的とし、2001 年 7 月から 9 月にかけて観測を行った。観測地域は、黒部川扇状地の扇端中央付近に
位置する入善町吉原地区で、7月と 9 月には海底地下水湧出量の測定を、8月と 9 月には海岸線での湧出水の電気
伝導度および pH の測定を行った。
観測の結果、入善町吉原地区では 0.002 cm/sec 程度の海底地下水湧出が認められた。また、湧出水の電気伝

導度を、海水および陸水の電気伝導度と比較することで、海底地下水湧出に占める陸水起源の流出量を求めた結
果、その大部分(約 95％)が陸水起源と推定された。また、地下水湧出は、その変動要因として、潮汐と降水の影
響を強く受けていることが明らかになった。陸域―海域連続系における地下水流出では、潮位の低いとき（干潮
時）には湧出量が多く、潮位の高いとき（満潮時）には湧出量が少なくなるが、地下水湧出量変動と潮位変動の
位相解析を行なった結果、潮汐の影響が地下水湧出量にあらわれるまでには、4.5 時間の時間差が認められた。
さらに潮汐の変動幅と湧出量変動幅との関係から、潮位変動の大きいときには湧出量の変動幅も大きく、潮位変
動の小さいときには湧出量の変動幅も小さいことが確認できた。また、地下水湧出量変動と降水量変動の位相解
析により、降水の影響が湧出量にあらわれるまでには、10～12 時間程度の時間差が認められた。今後さらに観測
事例を増やして、降雨に対する地下水湧出量の応答時間に関する結果（10～12 時間）の信頼性を向上する必要性
があると考えられる。


